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新地町農村環境改善センター 大集会室

〔JR常磐線:新地駅下車’徒歩10分(新地町役場隣り) 〕

Program
プログラム

1.講演 13:30_1ムこ20

熊野古道と世界文化遺産登録

小野田真弓氏罪業謀議繋

2.パネルディスカッション 14こ30_15こ30

福島から世界文化遺産を

小野田 真弓氏

川島 秀一氏 民俗学者、元東北大学教授

竹下 教室氏 日本経済新聞社福島支局長



登壇者Pro創e

小野田真弓民声諜羅紫響繋
おのだまゆみ

1965年和歌山市生まれ。1"フ年青年団体の仲間と「熊野古道を世界道産にしよう!」と

活動を始めたが、当時は世界道産は一般的ではなく途方もない夢だった。熊野古道を

歩き、ユネスコ等の勉強会を聞く中、多くの方の賛同を得て2004年に熊野古道の一部

が世界遺産に登録。「古道にある寛容の精神、平和は自分たちで作るものだと伝え長い」

と27年間毎月1回希望者と一緒に熊野古道を歩いている。まを東日本大震災の後、和歌

山県BBS連盟の仲間と毎冬宮城県にミカンを届けるプロジェクl・も継続中。

川島 秀一氏 民俗学者、元東北大学教授
かわしま しゆういち

1952年、宮城県気仙沼市生まれ。神奈川大学特任教授、東北大学災害科学国際研究所

教授などを経て、退職後は同所の研究員のかたわら、福島県新地町の漁船に乗って、漁

業の手伝いをしている。2019年から四国八十八箇所の歩き遍路を継続中。専門は民俗

学。元日本民俗学会会長。日本カツオ学会会長。著書に『漁擬伝承』、『カツオ漁』、『津波

のまちに生きて』、『春を待つ海』など多数。

竹下 敦宣氏 日本経済新聞社福島支局長

たけした,あっのぶ

1968年生まれ。東京出身。青山学院大学理工学部物理学科卒。日本経済新聞社入社。

科学技術部、筑波支局、経済部、米ポートラン母日立大学留学。福島支局長(11へ13年)、

テックか,レープ長(旧科学技術部長)、日経サイエンス社長、24年4月から現職。

私たち(喜社)東北お遍路プロジェクトは\

東日本大震災直後に剣舞された当団体は、千年先まで語り継ぐべき「震災の物謁を集めて巡礼地として

ら青森県八戸市までの東日本大震災椴災坤こ、現車、 1 〈

え今も新たな登録地の調査、検証を鋭意進めています。

しかし実際巡礼地を巡る方々の報告は決して多くはありません。そこで\

\ま、す。 「語り継ぐことこそ

掛けとして、憬日本大震災被災地の世界文化遺産登録」を掲げたいと思います併せて、道を胃てる活動を進めながら、告巡礼地

の協力者のみなぎまたちとのネットワークを展開していこうと考えます

風化してし

の最大の防災にな

しむ多くの方

守る

かいま‾薬一方、被災地以外では震災は

震災の物語を後世に伝えるためにも、繋いで

くの方々が被災地を旅してくださ

して清朝を広げて参りましょう。

丁e上。80-1 836 -、964秋新書)

それが何よりも震災の記憶の風化

CXhO5551

[お購い合せ]

-般社団法人東北お遍路プロジェクト曾022-71 7-5805

仙台市太白区長町三丁目9-10(エフ工ムたいはく内) E-mai両nfo@tauhok叶ohenr○○jp 公式サイトhttpS誰touhoku○○henro・jpl


